
仙
台
・
郡
山
で
「
夏
季
手
当

低
額
回
答
に
抗
議
し
再
回
答

を
求
め
る
集
会
」
を
開
催

6
月
22
日
、
福
島
県
集
会
は

郡
山
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
正
門

前
で
開
催
し
、
福
島
県
支
部
と

郡
工
支
部
の
組
合
員
約
50
人
が

結
集
。
集
会
は
、
福
島
県
支
部

佐
藤
書
記
長
の
司
会
で
開
会
し
、

同
県
支
部
小
檜
山
委
員
長
と
地

本
原
子
書
記
長
が
連
帯
の
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
。

続
い
て
各
分
会
代
表
か
ら
も

激
励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
、
郡
工
支
部
貨
物
分
会
の
天

野
書
記
長
、
貨
物
福
島
熊
田
分

会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抗
議
と
再

回
答
を
求
め
る
決
意
表
明
が
あ
っ

た
。ま

た
翌
23
日
に
は
貨
物
宮
城

野
駅
門
前
で
宮
城
県
集
会
を
開

催
。
宮
城
県
支
部
と
仙
総
支
部

の
仲
間
約
60
人
が
参
加
し
た
。

集
会
に
お
い
て
東
北
貨
物
協

議
会
木
元
事
務
長
は
、
「
ま
た

し
て
も
貨
物
で
働
く
社
員
と
家

族
の
期
待
を
裏
切
る
超
低
額
回

答
で
、
社
員
家
族
は
怒
り
と
落

胆
で
あ
る
」
と
社
員
の
期
待
を

裏
切
り
続
け
て
い
る
貨
物
会
社

の
姿
勢
を
批
判
。

交
渉
経
過
に
つ
い
て
は
、

「
昨
年
度
の
経
常
利
益
は
59
億

円
で
6
期
連
続
の
黒
字
。
売
上

高
の
人
件
比
率
は
25
％
台
。
優

良
企
業
の
数
字
だ
」
「
人
件
費

の
削
減
に
よ
る
利
益
確
保
は
真

の
経
営
改
善
と
は
言
え
ず
、
計

画
以
上
の
増
収
を
出
し
て
い
る

の
で
あ
る
な
ら
、
社
員
が
正
当

な
分
配
を
受
け
る
の
は
当
然
の

権
利
。
JR
内
最
低
の
期
末
手
当

の
低
額
支
給
を
改
め
、
経
営
判

断
で
社
員
の
労
苦
に
応
え
る
べ

き
」
と
訴
え
交
渉
を
し
て
き
た

と
報
告
。

さ
ら
に
、
「
役
員
報
酬
に
つ

い
て
、
会
社
側
は
カ
ッ
ト
を
行
っ

て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
構
造
矛
盾
を
解
決
せ
ず
私

た
ち
社
員
に
の
み
犠
牲
を
強
い

ら
れ
る
会
社
の
姿
勢
は
問
題
」

と
し
た
上
で
、
「
春
闘
に
限
ら

ず
こ
の
期
末
手
当
、
職
場
の
合

理
化
効
率
化
に
お
い
て
も
最
終

的
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
う
こ

と
が
必
要
」
と
し
、
現
状
打
開

に
向
け
た
闘
い
を
訴
え
た
。

こ
の
間
、
貨
物
職
場
で
は
創

意
工
夫
し
た
闘
い
を
展
開
し
て

き
た
。

ま
た
地
方
本
部
は
客
貨
一
体

と
な
っ
た
緊
急
抗
議
集
会
と
合

わ
せ
、
東
北
協
議
会
と
し
て
貨

物
東
北
支
社
に
対
し
、
再
回
答

を
求
め
る
申
し
入
れ
を
実
施
し

て
き
た
が
及
ば
な
か
っ
た
。

な
お
、
本
部
は
6
月
24
日
妥

結
し
、
見
解
を
発
表
し
た
。

（
記
事
協
力
：
仙
総
支
部
・
郡

工
支
部
教
宣
部
）

7
月
10
日
、
即
日
投
開
票
が

行
わ
れ
た
第
24
回
参
議
院
議
員

選
挙
で
は
、
安
倍
首
相
の
悲
願

で
あ
る
改
憲
議
席
3
分
の
2
を

許
さ
な
い
た
め
に
、
地
方
本
部

は
管
内
3
県
の
選
挙
区
に
お
け

る
野
党
統
一
候
補
者
を
推
薦
し
、

選
挙
戦
を
闘
っ
た
。

そ
の
結
果
、
推
薦
し
た
3
人

の
候
補
者
は
全
て
当
選
し
、
東

北
6
県
で
も
秋
田
を
除
く
5
人

の
野
党
統
一
候
補
者
が
当
選
。

全
国
32
の
1
人
区
で
の
統
一

候
補
で
は
11
人
が
当
選
し
た
。

し
か
し
、
改
憲
勢
力
で
あ
る
、

自
民
、
公
明
、
お
お
さ
か
維
新

の
会
、
日
本
の
こ
こ
ろ
を
大
切

に
す
る
党
の
「
改
憲
4
党
」
に

非
改
選
議
席
を
含
め
、
参
院
で

憲
法
改
正
の
国
会
発
議
に
必
要

な
3
分
の
2
（
１
６
２
議
席
）

を
許
し
て
し
ま
っ
た
。

選
挙
翌
日
の
記
者
会
見
で
安

倍
首
相
は
、
選
挙
前
に
は
封
印

し
て
い
た
憲
法
改
正
に
言
及
し
、

改
憲
議
論
を
進
め
て
い
く
意
向

を
示
し
て
い
る
。

我
々
は
結
果
を
率
直
に
受
け

止
め
、
労
働
組
合
と
し
て
今
後

で
き
る
こ
と
、
な
す
べ
き
こ
と

を
し
っ
か
り
と
総
括
し
、
次
の

闘
い
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

【
昌
】

地
本
推
薦
候
補
者
の
確
定
得
票

宮
城
県

桜
井

充
氏

５
１
０
，
４
５
０

得
票
率

51
・
1

％

山
形
県

船
山
康
江
氏
３
４
４
，
３
５
６

得
票
率

59
・
0
％

福
島
県

増
子
輝
彦
氏
４
６
２
，
８
５
２

得
票
率

50
・
4
％
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6
・
29

支
社
団
交
（
旅
行
業
体
制
見
直
し
提
案
）

7
・
2

主
務
職
・
助
役
職
等
交
流
会
（
大
宮
）

7
・
4

東
北
自
動
車
支
部
定
期
委
員
会

7
・
11

貨
物
経
協

7
・
15

Ｔ
Ｓ
Ｓ
本
社
訪
問

7
・
19

第
11
回
地
本
執
行
委
員
会
・
闘
争
委
員
会
他

貨
物
会
社
は
、
6
月
17
日
、
「
16
年
度
夏
季
手
当
に
関
す
る

申
入
れ
に
対
し
、
「
基
準
内
賃
金
の
1
・
5
ヶ
月
分
、
7
月
8

日
支
払
い
」
の
超
低
額
回
答
を
行
っ
た
。

地
方
本
部
は
、
指
示
59
号
を
発
し
、
貨
物
会
社
に
対
し
て
抗

議
行
動
の
展
開
を
指
示
し
た
。

6
月
15
日
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
東
北
は
、

16
年
4
月
以
降
の
賃
金
改
善
の
申
入
れ
（
国

労
仙
地
申
第
17
号
）
お
よ
び
16
年
度
夏
季
手

当
の
申
入
れ
（
同
21
号
）
に
対
す
る
回
答
を

行
っ
た
。

賃
金
改
善
は
ベ
ア
な
し
、
定
期
昇
給
の
み

で
夏
季
手
当
は
2
・
45
ヶ
月
＋
8
万
円
の
回

答
。
こ
の
内
容
に
組
合
側
は
納
得
が
い
か
ず
、

席
上
会
社
側
の
考
え
を
質
し
た
上
で
、
東
北

自
動
車
支
部
は
抗
議
文
を
会
社
に
提
出
し
た
。

席
上
、
会
社
は
「
ベ
ア
は
厳
し
い
が
、
契

約
社
員
に
つ
い
て
は
基
本
日
額
に
30
円
加
算

す
る
の
で
理
解
を
と
耳
を
疑
う
発
言
。

過
去
、
平
成
20
年
に
は
契
約
社
員
の
特
殊

勤
務
手
当
が
一
方
的

に
下
げ
ら
れ
、
実
質

１
万
円
以
上
の
減
収

と
な
っ
た
。
今
回
日
額
30
円
の
加
算
で
も
月

額
７
２
０
円
の
改
善
に
し
か
な
ら
な
い
。

ま
た
昨
年
決
算
で
は
、
バ
ス
関
東
の
純
利

益
は
3
億
4
千
4
百
万
円
、
バ
ス
東
北
は
4

億
4
千
4
百
万
円
で
、
バ
ス
関
東
は
3
年
連

続
の
ベ
ア
実
施
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ス
東

北
は
2
年
連
続
ベ
ア
な
し
。

同
じ
グ
ル
ー
プ
会
社
で
も
格
差
は
広
が
る

一
方
だ
。
支
払
い
能
力
が
あ
る
の
に
支
払
わ

な
い
で
は
、
社
員
・
家
族
は
報
わ
れ
な
い
。

（
国
労
東
北
自
動
車
支
」
No
93
か
ら
抜
粋
）

※
「
国
労
せ
ん
だ
い
」
を
は
じ
め
と
し
た
各

機
関
紙
は
、
国
労
東
日
本
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
-
n
r
u
.
c
o
m
/

）

の
上
部

タ
ブ
の
「
地
方
本
部
」
→
「
国
労
仙
台
地
本
」

→
「
各
情
報
の
指
矢
印
」
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

闘いの現状を報告する木元事務長



昨
年
11
月
、
組
合
員
の
渡
辺

純
一
さ
ん
が
大
型
重
機
の
点
検
・

整
備
作
業
中
に
体
を
挟
ま
れ
て

労
災
死
亡
し
た
事
故
に
対
す
る

是
正
勧
告
書
と
安
全
衛
生
指
導

書
が
、
郡
山
労
働
基
準
監
督
署

か
ら
仙
建
工
業
仙
台
鉄
道
支
店

に
提
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
関

係
者
の
話
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

是
正
勧
告
書
で
は
、
今
回
の

事
故
は
労
働
安
全
衛
生
法
第
20

条
（
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
１

０
７
条
第
1
項
）
違
反
で
あ
る

と
し
、
そ
の
具
体
的
違
反
事
項

は
、
「
平
成
27
年
11
月
24
日
、

労
働
者
が
貴
社
の
軌
道
保
守
の

業
務
に
関
し
、
バ
ラ
ス
ト
レ
ギ
ュ

レ
ー
タ
ー
の
フ
ロ
ン
ト
プ
ラ
ウ

部
分
の
修
理
及
び
調
整
の
作
業

を
行
う
と
き
に
、
上
記
労
働
者

に
挟
ま
れ
等
の
危
険
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
っ
た
が
、
法
定
の
除

外
事
由
な
く
油
圧
シ
ス
テ
ム
の

運
転
を
停
止
し
な
か
っ
た
こ
と
」

と
し
て
い
る
。

ま
た
安
全
衛
生
指
導
書
で
は
、

①
機
械
の
可
動
範
囲
内
等
に
お

け
る
作
業
に
つ
い
て
、
「
機
械

の
可
動
範
囲
で
、
機
械
の
不
意

の
動
作
に
よ
り
労
働
者
に
危
険

を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
場
所
で

作
業
を
行
わ
せ
る
に
あ
た
り
、

当
該
装
置
の
動
力
を
停
止
す
る

等
に
よ
り
、
不
意
の
動
作
に
よ

る
危
険
防
止
を
図
る
こ
と
」
。

②
緊
急
作
業
等
実
施
時
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
、
「
緊
急
作

業
等
、
予
定
外
の
作
業
が
発
生

す
る
場
合
に
は
、
関
係
作
業
員

に
当
該
作
業
の
内
容
・
方
法
等

に
つ
い
て
十
分
に
周
知
す
る
と

と
も
に
、
必
要
と
な
る
安
全
対

策
を
可
能
な
限
り
迅
速
に
決
し
、

決
定
し
た
安
全
対
策
の
確
実
な

実
施
を
図
る
こ
と
」
と
し
て
い

る
。こ

の
是
正
勧
告
と
安
全
衛
生

指
導
に
対
し
、
仙
建
工
業
仙
台

鉄
道
支
店
か
ら
郡
山
労
働
基
準

監
督
署
に
「
是
正
報
告
書
及
び

改
善
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
受

理
さ
れ
た
模
様
。

今
回
の
労
基
署
に
よ
る
仙
建

へ
の
指
導
等
に
は
、
「
大
型
重

機
の
修
理
調
整
作
業
の
実
施
時

は
、
可
動
部
が
不
意
に
動
作
し

な
い
よ
う
運
転
の
停
止
を
行
い

実
施
す
る
こ
と
」
が
骨
子
で
あ

り
、
な
ぜ
フ
ロ
ン
ト
プ
ラ
ウ
と

い
う
可
動
部
が
動
作
し
た
の
か

と
い
う
直
接
の
原
因
に
は
触
れ

て
い
な
い
。

労
基
署
と
い
う
行
政
機
関
の

任
務
か
ら
す
れ
ば
原
因
究
明
し

き
れ
て
い
な
い
こ
と
は
不
満
が

残
る
と
こ
ろ
だ
。

地
方
本
部
は
こ
う
し
た
経
過

を
組
織
内
の
関
係
機
関
と
議
論

し
、
JR
仙
台
支
社
に
、
再
度
原

因
の
究
明
に
つ
い
て
求
め
て
い

く
方
針
だ
。

【
昌
】

窓
口
作
り
の
一
環

国
労
東
日
本
本
部
と
国
労
東

北
協
議
会
、
国
労
仙
台
地
方
本

部
は
、
7
月
15
日
、
東
北
総
合

サ
ー
ビ
ス
本
社
に
表
敬
訪
問
を

し
た
。

こ
れ
は
こ
の
間
、
関
東
や
東

北
の
駅
業
務
の
委
託
先
で
あ
る

会
社
の
統
合
な
ど
を
受
け
、
あ

ら
た
め
て
窓
口
を
し
っ
か
り
作

る
た
め
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
。

組
合
側
は
東
日
本
本
部
菊
池

委
員
長
、
東
北
協
議
会
佐
々
木

議
長
、
仙
台
地
方
本
部
原
子
書

記
長
が
訪
問
し
、
東
北
総
合
サ
ー

ビ
ス
側
は
、
宍
戸
朗
取
締
役
総

務
部
長
、
伏
見
欣
人
総
務
部
担

当
部
長
、
佐
藤
浩
明
総
務
部
担

当
部
長
（
人
事
）
の
3
人
が
対

応
。話

の
中
で
、
組
合
側
は
、

「
関
東
で
は
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
多
く

の
組
合
員
が
出
向
し
て
お
り
、

様
々
な
課
題
や
問
題
に
つ
い
て

の
協
議
の
窓
口
と
し
て
、
労
使

間
協
約
を
締
結
し
て
き
た
。
東

北
に
つ
い
て
も
同
様
に
協
議
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
要
望

を
伝
え
て
き
た
。

【
原
】
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6
月
22
日
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

貨
物
東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
、

国
労
東
北
協
議
会
が
６
月
10
日

に
実
施
し
た
「
夏
季
手
当
に
関

す
る
要
請
」
に
対
す
る
回
答
を

行
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
基
準
内
賃
金

の
社
員
は
1
・
8
ヶ
月
分
、
嘱

託
社
員
は
1
・
6
ヶ
月
分
、
臨

時
雇
用
員
は
1
・
4
ヶ
月
分
の

支
払
い
を
7
月
8
日
支
払
う
と

い
う
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年

比
0
・
1
ヶ
月
増
額
の
回
答
で

あ
っ
た
。

 
昨
年
●
月
に
退
職
さ
れ
た
、
郡
山
駅
連

合
分
会
出
身
の
大
山
雅
之
さ
ん
が
、
7
月

に
そ
ば
店
を
開
店
し
ま
し
た
。

詳
細
は
左
記
の
通
り
で
す
の
で
、
お
近

く
に
お
寄
り
の
際
は
是
非
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
国
労
せ
ん
だ
い

を
見
た
」
と
い
う
一
言
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
確
認
し

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
ず
は
「
国
労
で
す
」
の
お
声
か
け
か

ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
昌
】

退
職
の
お
知
ら
せ

5
月
31
日
付

佐
藤

武
彦
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
ビ
ジ
ネ
ス
え
き
ね
っ
と
）

6
月
30
日
付

福
原

篤
さ
ん

仙
総
運
転

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

新
田

喜
夫
さ
ん

郡
総
装
置
科

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
）

菅
野

次
男
さ
ん

郡
山
駅
連

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
須
賀
川
駅
）

代
田

清
さ
ん

郡
山
設
備

（
リ
ー
テ
ッ
ク
）

田
村

孝
一
さ
ん

新
庄
駅
連
（
退
職
）

杉
山

浩
一
さ
ん

新
庄
駅
連
（
退
職
）

エ
ル
ダ
ー
退
職

岩
淵

正
則
さ
ん

仙
総
運
転

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

田
村

鉄
己
さ
ん

仙
総
運
転

（
東
北
工
機
整
備
）

佐
藤

康
司
さ
ん

岩
沼
駅
連

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
槻
木
駅
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

仲
間
の
異
動

6
月
28
日
付

（
地
域
間
異
動
戻
り
）

 

○
河
野

光
幸
さ
ん

横
浜
駅

↓
福
島
駅

7
月
15
日
付

（
出
向
）

○
武
田

吉
男
さ
ん

仙
台
駅

↓
Ｔ
Ｓ
Ｓ
仙
台
駅

7
月
1
日
付

（
一
般
異
動
）

○
小
檜
山

広
幸
さ
ん

郡
山
信
通
技
術
セ
ン
タ
ー
 

 
↓

  
同
会
津
若
松
Ｍ
Ｃ

○
渡
辺

二
郎
さ
ん

仙
台
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

↓

小
牛
田
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

○
伊
藤

雅
さ
ん

仙
台
土
木
技
術
セ
ン
タ
ー

↓

同
山
形
派
出
所


